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 地域の概要  

長門市油谷地域は旧油谷町に位置し、北長門国定公園の一

角をなす海岸線は風光明媚な景観を醸し出しています。この

地域にも過疎と高齢化の波はひたひたと押し寄せており、か

つては６校あった小学校は２校に、３校あった中学校は１校

に統廃合され、旧油谷町という広い地域での子どもたちの登

下校はスクールバスが助けています。 
  

 組織の内容  

【経過】油谷小学校がコミュニティ・スクールと学校支援本部事業の指定を受け「地域総がかりで 

 子どもを育てる仕組みづくり」という成果をあげて平成 22年度末に推進校の役割を終えました。 

この成果を引き継ぎ、平成 23年度途中から「地域総がかりというとき､それは公民館の仕事である」 

として、より実践的で継続的な仕組みづくりに取り組む 

こととしました。 

【公民館を中心とした組織づくり】公民館には「より良き 

 地域づくり」という使命があります。より良き地域の中 

に、より良き学校や子どもたちが存在します。学校や子 

どもたちが良くなることは地域が良くなることであり、 

地域が良くなることは学校や子どもたちが良くなること 

となります。特に過疎化と高齢化の進む地域にあって、 

住民がこぞって学校や子どもたちを支援することは、逆 

に子どもたちからエネルギーをもらうこととなり、絆を 

強め活気のある地域づくりにつながります。これをコー 

ディネートすることは即、公民館の仕事となります。元 

々油谷中央公民館には公民館を運営する協議会を設けており、その組織の中の地域づくり部会が「お 

しかけふれあい塾（公民館活動サークルが学校へ行き給食を食べ、ふれあう塾）」を主催しており、 

これをコーディネートする公民館の部署を、この組織の中核として取り組むこととしました。 

【運営の方法】本地域協育ネットは、子どもにかかわる既存の組織や学校を支援してきた団体・個人の 

上に、「地域総がかりで子どもを育てる」という趣旨での「油谷地域協育ネット」の網をかぶせ、手

紙で本地域協育ネットへの参加を依頼して運営しています。実際の地域協育ネット運営は、コーディ

ネーターを中心に３小・中学校の学校運営協議会事務局及び地域担当教員で幹事会を組織して柔らか

で実働的な形で推進にあたっています。地域住民がどんどん学校へかかわる中で、その成果を共有し

ながら、将来的にはボトムアップ形式で協議会を設立していくこととしています。 

【コーディネーターの役割】学校と地域のきめ細かな橋渡しを行い、学校と地域が共に活性化し、地域 

総がかりで子どもを育てるシステムづくりを公民館が中心になって作り上げることを目標に次の事

を行うこととしました。 

① 本地域協育ネットへの参加依頼及び、地域総がかりの取組の成果をまとめ、団体・個人へ報告 

② 本地域協育ネット幹事会の企画運営 

③ 各学校から地域の支援がほしいときの相談活動､連絡調整等支援活動 

④ 公民館や地域から学校へ働きかける相談活動、連絡調整等支援活動 

⑤ 学校・子ども支援の実際の把握と成果や課題の集積 

⑥ その他、地域協育ネットとして必要な事項  

 

人  口    6,952人 

世 帯 数 3,089世帯 

対象校及

び児童・

生徒数 

菱海中学校 125人 

油谷小学校 119人 

向津具小学校 40人  

教師の力 100％＋地域の力 20％＝120％で子どもを育てる  

～公民館中心の仕組みづくり～           【長門市 菱海中学校区】 
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主な活動の紹介 

【おしかけふれあい塾（公民館→学校）】 

先に述べた公民館運営協議会の「地域づくり部会」では、公民館活動をしているグループが１年に

１回程度、学校へ行き子どもたちと給食を共にし、授業や昼休みにふれあう「おしかけふれあい塾」

を開催しています。公民館活動の「お返しの活動」として、年々定着しつつあり、逆に子どもたちか

らエネルギーをもらい高齢化する地域を活気付けています。 

 

 

 

 

  

   

【学校が地域へ支援を要請（学校→地域）】 

学校は学習支援・ふるさと支援･体験活動支援･生活環境支

援･安全支援等の登録ボランティア制度を設けています。それ

ぞれ必要に応じて地域に支援を要請してボランティアをお願

いしており、昨今は地域のほうから学校へ働きかける状況も

見受けられます。 

【油谷こどもミュージカル（子どもの地域への出番づくり）】 

 子どもたちは地域で守られるべき存在ではありますが､過疎と高齢化す

る地域で子どもたちに出番を作り、役割を与え、その活動に地域は賞讃を

与えるというプラスのスパイラルづくりにも取り組んでいます。 

子どもたちの合言葉は「地域の皆様に笑顔と元気を届け、感動の渦を巻き

起こそう」であり、油谷地域全体で、こどもミュージカルを育てています。 

                                      

 今後の取組  

【今年よりは､ベターな来年度へ、さらに、よりベターな次の年度に】長門市の地域協育ネットへの 

 取組は、公民館型です。「地域
・ ・

総がかり
・ ・ ・ ・ ・

で子どもの教育にあたる」というとき、それは地域のセン 

ターである公民館の仕事です。学校では教師が 100％の力で教育活動をしており、これに地域の力 

の 20 ％を加え 120 ％の力で子どもたちに「生きる力」を育てたいと考えています。そのために、 

今後下記に示す改善点や課題に取り組んでいくこととなります。 

○ 油谷地域協育ネット協議会の立ち上げ 

○ 公民館がコーディネートする地域協育ネット（公民館型）を広めていくための方策と改善点 

○ 地域協育ネットの活動がコミュニティづくりに直結する活動であることの理論構築と実践化 

○ 地域の様々な資源を掘り起こし､学校へ提供するメニューづくりと学校の教育課程への位置付け 

○ 保育園・小学校・中学校との連携の取組、さらには家庭教育への支援の拡充 

 

 コーディネーターさんにインタビュー  

 Ｑ：公民館型地域協育ネットは広まりますか？ 

Ａ：より良きコミュニティの中に、より良き学校が存在します。より良きコミュニティづくりは公 

民館の仕事ですから、広めていかなければなければならないと思っています。 

Ｑ：コーディネーターの仕事は楽しいですか？ 

Ａ：こうした高齢化と過疎化の進む地域にあって、子どもと大人（特に高齢者）とを結び付け、互 

いにエネルギーをもらいあう光景を作り出すことは楽しいものです。 

給食を一緒に・絵手紙 授業に・さわらび会 授業に・琴唄の会 昼休みに・大正琴 

サマースクール・魚さばきと野外活動 


